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豚コレラの発生に対するＪＡグループの防疫強化の 

取り組みについて 

 

国内において、５府県で１７例の豚コレラの発生を確認（平成３１年３月３０日現在）

し、これまで７万頭を超える豚が殺処分され、岐阜県および愛知県では２４１頭（平成３

１年３月２７日現在）の豚コレラに感染した野生イノシシが発見されています。また、平

成３０年８月以降、隣国の中国で１３２か所、ベトナム２１１か所、モンゴル１１か所（平

成３１年３月２８日現在）でアフリカ豚コレラの発生が確認されており、防疫対策の一層

の強化が必要です。 

ＪＡ全農は、ＪＡ、県ＪＡ、経済連等と連携し、国内養豚生産基盤を維持するため、こ

れまでの取り組みにくわえて、国の方針に沿って、畜産関連施設や畜産農家の日常の防疫

対策の強化に、以下のとおり取り組みます。 

 

１．これまでの取り組み 

（１）くみあい配合飼料工場 

国内での豚コレラ発生以降、全国のくみあい飼料工場（総合工場、豚鶏工場）で

は、１日１回以上の構内消毒ならびに飼料配送車両等の消毒を実施しています。 

（２）ハイコープ種豚場 

    有機物存在下でも強い除菌力を発揮する過酢酸製剤を用いて踏込み消毒および車

両消毒を実施しています。また、ハイコープ種豚およびＡＩ精液の生産農場から一

般養豚場への輸送にあたっては、中継地で積替えするなど同一車両で輸送しないよ

う交差汚染対策を徹底しています。 

（３）強い除菌力をもつ過酢酸製剤「ビネパワー」（別紙）の試用配布 

    踏込み消毒用として、ハイコープ種豚場や飼料畜産中央研究所でも使用している

過酢酸製剤「ビネパワー」５ｋｇ（約６０日間分：６００倍に希釈し、１日５０リ

ットル使用した場合）を、岐阜県および愛知県のくみあい配合飼料を利用する養豚



農家９２戸（系統配合飼料安定基金の加入農家全戸）へ試用配布中です。 

（４）防疫強化の啓発活動 

豚コレラの発生が確認された平成３０年９月以降、養豚農家、畜産関係者の防疫

強化への取り組みを促進するため、啓発チラシを作成し畜産関係者への配布や豚コ

レラに関する情報をＪＡＣＣネットホームページに掲載するなどの啓発活動に取

り組んでいます。 

 

２．今後の取り組み 

（１）「ビネパワー」を活用した防疫強化 

  ア．警戒地域のくみあい飼料工場（３月２８日から）および中継基地（４月上旬から）

では、「ビネパワー」による飼料配送車両の消毒を実施。 

  イ．「ビネパワー」専用の動力噴霧器（車両足回り用、細霧除菌用など）を開発し、飼

料工場や食肉センターなど畜産関連施設の防疫強化を実施。 

  ウ．全国のくみあい配合飼料を利用する養豚農家への試用配布と普及拡大。 

（２）ＪＡ職員向け「防疫マニュアル」の作成と地域での防疫研修会の実施。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは、 

ＪＡ全農 畜産生産部推進・商品開発課 まで  

 ＴＥＬ：０３－６２７１－８２３５ 



別紙 

 

過酢酸製剤「ビネパワー」について 

 

１．過酢酸製剤とは 

（１）有機物存在下における強い除菌力に加え、保存安定性に優れ、残留性がなく、人体

への安全性が高いのが特徴です。 

（２）国内では、人工透析装置や内視鏡洗浄などの医療現場や、製薬会社（無菌製剤室）

の空間噴霧、飲料用ペットボトル洗浄など、高い衛生レベルが求められる場面で利用

されています。 

（３）また、米国では２００４年以降、次亜塩素酸ナトリウムに替わる除菌剤として、食

肉、食鳥肉、果実、野菜等の食材や関連施設で広く使用されており、日本でも平成２

８年１０月６日に食肉、食鳥肉、野菜、果実の表面除菌用として食品添加物に認可さ

れました。 

（４）ＪＡ全農は、国産農畜産物の鮮度・品質保持、安全性の強化などの付加価値向上や

輸出拡大による農家手取りの増加、畜産現場の衛生・生産性向上等に貢献できる有用

な除菌剤と判断し、平成２９年１月、エンビロテックケミカルサービス社（米国カリ

フォルニア州）、ならびに小津産業株式会社（東証１部上場、東京都中央区）とともに

過酢酸製剤の輸入・販売事業を行うエンビロテックジャパン株式会社を設立し、現在、

株式会社科学飼料研究所より「ビネパワー」（食品添加物）として供給しています。 

 

２．「ビネパワー」の商品概要 

（１）主要成分 

過酢酸１５％、酢酸４０％、過酸化水素５．５％、安定剤１％未満 

（２）特長 

ア．有機物環境下でも失活しづらく、強い除菌力を発揮。 

イ．温度・ｐＨの影響を受けづらく幅広い状況で利用可能。 

ウ．残留性が低く、環境への負荷が少ない。 

（３）使用方法 

踏込み消毒用の場合、原液を６００倍に希釈して使用し、１日１回を目安に交換。 

（４）使用上の注意点などの問い合わせ先 

   株式会社科学飼料研究所 動薬部販売企画課  

  電話０２７－３４７－３２２３ 

以上 

 


